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第Ⅱ章  合理的配慮の提供事例 

１ 学習に関すること 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎周囲の状況を考えずに行動したりルールの理解が難しかったりするため 

◎自己肯定感が低く、自分の存在をアピールしたいため 

１ ルールを決め掲示する <①－２－１> 

 ○発表の仕方や話の聞き方についてクラスで共通理解を図り、 

決めたルールは意識できるように、教室内に掲示しておく。 
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１ 授業中に一方的な発言を繰り返すＡさん  

Ａさんは、授業中、指導された内容に対して、思ったことをそのまま口にした

り一方的に質問を繰り返したりしてしまいます。また、教師の発問や友達の発言

中に割り込んで話し始め、授業が進められないこともあります。友達の中には、

Ａさんの行動に腹を立てる生徒もいてトラブルになることもあります。どう配慮

していけば良いでしょうか。 

どうしてそうなるの？（考えられること） 
 

 ルールの意識化を図る際、クラ

ス全体に声をかけ、Ａさんだけに

注目が集まらないようにします。 

具体的にどうし

たらよいのかがわ

かり、教師とのやり

とりもできるよう

になってきました。 
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２ 授業内容をわかりやすくし、授業中の指示を明確にする <①－１－１> 

○見通しをもって取り組めるように、授業の流れを統一して提示する。 

○課題や質問の内容等を板書し、発言内容がそれないようにする。 

○教職員間で共通理解を図り、どの教科でも同じ形態で板書をする。 

 

 

３ 個別に話を聞き、場面に応じた行動についての意識を深める <①－２－３> 

 ○個別に話を聞く時間を設定し、話を聞きながら自分の行動を振り返ったり高校生

としての心構えについて考えたりする。 

 ○ソーシャルスキルトレーニング等を通して、適切な状況判断について考える。 

 

 

卒業をめざして今の行動を振り返

り、学習や授業への取組方法を見直

すきっかけとなりました。 

わかりやすく指示をする

ことで、内容に合った質問

ができるようになり、ほめ

られる場面も増えてきまし

た。 

特別支援教育コーディネーターを中心に、校内委員会やケース会議等で対応につ

いて話し合い、全校職員に周知し共通理解を図ります。また、個別の教育支援計画

を作成し、対応方法等について確実に引継ぎを行います。 
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         〈いろいろなフォントの例〉 

 

２ 漢字を書くことが苦手なＢさん  

Bさんは、漢字の読み書きについて習得困難な課題があります。書字に困難があ

り、授業中の板書の漢字については、平仮名でノートに書きながら学習に取り組ん

でいます。漢字は時間をかけて書くことは可能ですが、かなりの時間が必要な状態

です。どう配慮していけば良いでしょうか。 

◎細かい部分まで形を正確に記憶することが難しいため 

◎適切な字を思い出すことができないため 

◎目と手を協応させることが難しいため 

１ 漢字を認識しやすくする <①－２－１> 

 ○手本を手元に置いて、見ながら書けるようにする。 

○プリントなどの漢字の大きさを大きくしたり、その生徒にとって

わかりやすいフォントにしたりする。 

○漢字にルビをつけ、生徒がひらがなで書いても良いことにする。 

どうしてそうなるの？（考えられること） 
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趣味
し ゅ み

 

 生徒が見やすく理解しやすい

フォントにすることで、写しやす

くします。ルビを付け、生徒が平

仮名で書くということも認めま

す。 

 画数の多いものなど、確認しや

すい大きさにすると良いです。 

 手本が手元にあると細か

い部分も確認しながら書け

るので間違いが減りました。 

趣味 
趣味 

趣味 趣味 
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２ ＩＣＴ機器やタブレット、アプリケーションを活用する 

                  <①－１－１><①－２－１>  

○電子辞書を手元に置き、いつでも調べられるようにし、見ながら書け

るようにする。 

○筆順アプリなどを利用して筆順を確認できるようにする。 

 ○写真撮影し、後で確認できるようにしておく。 

３ 書きやすい用紙等を用意したり、書く量や時間を調節したりする 

<①－１－１><①－２－１>  

 ○使いやすい鉛筆や消しゴムを使用するようにする。 

○書きやすいマス目や罫線を用意し、自由に選べるようにする。 

 ○書く量を減らして負担を軽減したり、書く時間を十分確保したりする。 

  

 

４ 授業担当者の共通理解 <②－２> 

 ○学習に支障が出ないよう配慮事項は授業担当者に確認

をしながら学習を進められるようにする。 

 

筆順など、必要に応じて自分で確

かめたり、調べたりできる方法をあ

らかじめ伝えておきます。 

〈電子辞書〉 

〈アプリケーションの活用〉 

正しい筆順を自分で確認すること

ができるようになりました。 

罫線の幅を

広くして書き

やすくします。

他の生徒も 

自由に選んで

使えるように

します。 

〈罫線の幅を変えたプリント〉 

自分でできそうなプリントを選び、最後まで書け

たことで、できたという達成感につながりました。 
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３ 板書をノートに書き写すことが苦手なＣさん  

Ｃさんは、板書をノートに書き写すことに時間がかかり、全ての内容を書き終わ

らないことが多いです。どう配慮していけば良いでしょうか。 

◎板書と手元を対応させながら書くことが難しいため 

◎文字や単語を記憶して、書くことが難しいため 

１ 書きやすくなる方法を工夫する <①－１－１><①－１－２><①－２－１> 

 ○ノート形式で板書を分割したり、発色のよいチョークを用いたりする。 

見開き２ページのノートに書くことを想定

し、マグネットバーを使用し２分割の板書に

しました。 

２分割の板書によって、「どこに」「何を」「どのように」書け

ばよいかがわかるようになりました。また、項目ごとに統一し

た色チョークを使い分けるようにすることで、見通しをもって

板書を書き写すことができるようになりました。 

合
理
的
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どうしてそうなるの？（考えられること） 
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ノートに板書を書き写すことが苦手な生徒でも、書く分

量が少ないので、すぐに写し終えることができるようにな

りました。また、説明を聞く体勢が整えられました。 

プリントに、補足的な説明を書き加える生徒も見られる

ようになりました。 

２ 文字や単語を記憶して、書くことの工夫をする <①－１－２><①－２－１> 

 ○プレゼンテーションソフトを使い、スライドとプリントを対応させて使うよ

うにする。 

 ○部分的にプリントを貼る。 

 ○書き写す時間を確保する。 

 ○板書する内容を手元に置いて書いたり、写真に撮ったりして、後で確認でき

るようにする。 

 

 書く分量を少なくし、説明を聞くこ

とに集中できるようにします。 

スライドやプリントに、口頭で説明

する内容をできるだけ盛り込み、視覚

的にもわかりやすくしています。 

 スライドの[ ]

の中に記載されて

いる、青い文字で

書かれたキーワー

ドをプリントに記

入する約束事にな

っています。 

<書くことへの負担を減らす> 

見る・聞く時間と書き写す時間を明確に分け、書き写す時間を確保します。 

部分的に貼る、板書内容を手元に置く、写真に撮るなど、板書を写しやすい方法を

本人と相談して決めることが大切です。 


